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情報支援プロボノ・プラットフォーム 設立趣旨（案） 

 

 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、未曾有の惨禍を広範な人と地域にもた

らしました。そしてその直後より、被災地・被災者の皆様に対するさまざまな支援・復

旧活動が展開されてきています。 

 

 私たち情報通信技術（ICT）に関係する者は、この支援・救援活動および復旧・復興

活動を効果的に推進するためには、被災地・被災者の皆様のニーズとそれらの活動とを

つなぐ、情報の多様なプラットフォームが不可欠であると確信しています。 

 

 そこで、私たちは、自らのプロフェッショナルな知識と技能、経験、資源を持ち寄り、

多様な情報プラットフォームの構築・運用を目指して、「情報支援プロボノ・プラット

フォーム」（略称、iSPP）を設立いたします。 

 

 当面は、被災された皆様の困難な状況を少しでも緩和する活動に注力します。それと

並行して、被害の実態の記録・保存、災害時の情報行動の調査などの活動も実施してい

きます。さらに、阪神・淡路大震災や新潟県中越地震など、我が国のこれまでの災害の

教訓との照合・継承、国際的な災害対応活動とも協力して、今後の日本での防災・災害

対応へ役立てるよう緊急時にも機能するシステムの構築・マネジメントの提案を行ない

ます。また、国際社会でも役立つと思われる日本の知見・システム等は積極的に国際社

会へも提案を行なうなど、中長期的な課題を視野に入れた活動も推進していきます。 

 

 私たちは、「プロボノ」（*1）として個人の立場で活動を進めます。同時に、政府・自治

体、民間の企業・団体・NPO などの組織の皆様、東北地方を中心とする被災地の皆様

方と連携・協力を図り、少しでも多くの方々の役に立ち、一日でも早く復旧・復興活動

が進むことを目指します。 

 

 この設立趣旨に賛同いただける皆様、多数のご参加とご協力を、心よりお願い申し上

げます。 

2011 年 5 月 24 日 

情報支援プロボノ・プラットフォーム 

設立者 一同 

*１ プロボノ 

「公共善のために」を意味するラテン語 pro bono publico に由来する言葉で、専門的な知識・

経験・技能・資源を有する人々が、それらを活かして社会貢献するボランティア活動を指します。 
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賛同者一覧 
（50 音順、敬称略 405 名） 

 

Peter Anshin 

会田 和子 

会津 泉 

青木 博信 

青木 栄二 

青山 正伸 

秋山 卓司 

秋山 真理 

旭岡 勝義 

足達 健 

渥美 勉 

阿部 大雅 

阿部 和弘 

荒井 秀和 

荒川 健介 

荒川 眞三 

荒木 紀子 

荒野 高志 

安藤 明伸 

安藤 満佐子 

飯田 哲 

池田 佳代 

池田 満 

伊駒 政弘 

石井 慧 

石谷 伊左奈 

石原 聰   

磯谷 達広 

磯谷 利明 

市川 裕康 

伊藤 直之 

伊藤 利憲 

稲葉 秀一 

稲葉 秀司 

稲波 紀明 

井上 泰浩 

今井 大介 

今井 康史 

今井 建彦 

今泉 憲志 

今川 拓郎 

今林 徹  

入谷 聡 

入鹿山 剛堂 

岩崎 匡寿 

岩永 拓 

岩本 正敏 

呉 寛洵 

上原 龍 

臼井 公孝 

臼倉 登貴雄 

内井 達久 

内田 喜和 

内山 将夫 

宇津宮 孝一 

及川 峻 

及川 卓也 

大谷 知弘 

大橋 正和 

大橋 裕司 

大松 雄次 

小笠原 徳彦 

岡嶋 裕史 

岡橋 毅 

岡部 武尚 

岡村 裕之 

岡本 真 

岡本 雄太 

小川 久仁子 

奥村 裕一 

奥村 信幸 

奥脇 学 

長田 繁幸 

押田 榮一 

男澤 亨 

小野寺 美都江 

小野 英章 

折田 明子 

影井 良貴 

梶浦 敏範 

勝見 明 

加藤 孝光 

金村 公一 

金谷 一朗 

加納 寛子 

狩野 明 

鎌玉 大 

上岡 直 

河合 孝彦 

川上 貴之 

川崎 裕一 

川田 米太郎 

川村 健三 

鳫 咲子 

管野 純子 

神部 知明 

木浦 幹雄  

菊池 正己 

岸原 孝昌 
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岸原 夏子 

木津 尚子 

木下 守克 

木村 福夫 

清田 常治 

栗崎 由子 

顧 林生  

日下 九八 

楠 正憲 

工藤 靖 

熊谷 泰彦 

公文 俊平 

倉貫 義人 

黒田 浩 

桑原 優貴 

呉 旻立 

小池 翔太 

小泉 学 

河野 彰範 

河野 隆志 

古閑 由佳 

小坂 卓也 

小嶋 新 

小島 誠一郎 

小西 稔紀 

古橋 大地 

小林 健輔 

小林 広治 

小林 直行 

小林 レミ 

小林 洋子 

駒崎 智紀 

小室 吉隆 

小山 准 

小和田 香 

近藤 妃登美 

近藤 寿喜 

紺野 哲成 

昆野 明知 

今野 貴裕 

斎藤 尚宏 

西方 弘樹 

酒井 秀雄 

境 真良 

酒井 紀之 

酒井 佑弥 

坂井 博明 

崎村 

柵 富雄 

櫻井 豊 

佐々木 俊尚 

佐々木 賢司 

佐々木 陽 

佐田 里恵 

佐藤 健一  

佐藤 孝良 

佐藤 雅英 

佐藤 大 

鮫島 和美 

沢田 登志子 

塩崎 泰雄 

塩田 恵介 

地主 雅信 

篠原 浩一郎 

柴田 義孝 

嶋坂 紀隆 

島村 浩史 

清水 美香 

志村 近史 

下田 理 

下田 守 

上甲 哲也 

庄子 時夫 

庄司 昌彦 

新里 百合子 

杉浦 裕樹 

杉山  

鈴木 慎也 

鈴木 佑輔 

鈴木 亮  

鈴木 章太郎 

須藤 淳彦 

須藤 晶子 

関 哲 

関 治之 

関口 慎一郎 

関口 和一 

関根 千佳 

曽根 秀昭 

園田 道夫 

高尾 夏生 

玉川 憲 

高木 寛 

高木 利弘 

高崎 俊之 

高瀬 智子 

高田 直幸 

高地 圭輔 

高野 勉 

高野 武夫 

高橋 圭三 

高橋 輝 

高橋 正和 

高橋 正憲 

高橋 龍征 

高橋 満里子 

竹下 康平 

田島 淳 

龍治 玲奈 

立石 俊明 

田中 統蔵 

田中 恵子 

田中 章代 

田中 聡記 
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田邉 祐嗣 

谷本 重和 

谷本 慎一 

谷脇 康彦 

玉井 肇子 

玉槻 功 

築地 達郎 

辻 義和 

辻 晃治 

津田 久幸 

土屋 貴裕 

土屋 泰之 

筒井 弥生 

津留 敏哉 

寺岡 秀礼 

寺嶋 宏行 

寺田 眞治 

土井 伸朗 

土井 敬司 

徳應 和典 

戸倉 一 

刀祢館 正明 

冨塚 義浩 

豊川 正人 

豊田 康浩 

鳥居 宏一 

内藤 清吾 

永井 美智子 

長尾 正 

長岡 素彦 

中川 翔平 

中川 晋一 

長坂 俊成 

中島 淑乃 

長塚 俊英 

中野 宗 

中野 里美 

永野 浩之 

中林 純 

長山 悦子 

那須 俊宗 

成田 智 

鳴海 淳義 

難波 雅善 

西潟 暢央 

錦織 騎正 

錦戸 陽子 

西澤 茂 

西田 光毅 

西田 理乃 

西村 豊 

西村 陽平 

西村 哲雄 

西村 貴美 

西本 誠 

西山 洋一 

根上 健 

能見 綾 

野方 純 

野口 直昭 

野崎 大雅 

野田 良平 

野中 正晴 

野々下 裕子 

野間 一哲 

野村 滋郎 

野呂 浩一 

長谷川 加奈子 

花山 寛 

馬場 寿実 

馬場 幸蔵 

濱島 幸生 

浜田 忠久 

浜村 寿紀 

早坂 竜二  

林田 昭広 

原 亮 

原田 光久 

春田 真 

干川 剛史 

樋口 正也 

樋地 正浩 

樋爪 裕次郎 

日比谷 尚武 

平井 慎一 

福井 全 

福坂 一誠 

福田 尚久 

福冨 忠和 

藤井 宏一郎  

藤川 大祐 

藤代 裕之 

藤田 聰 

藤谷 あたまる 

藤森 猛夫 

古庄 浩明 

古舘 順一 

別井 貴志 

別所 直哉 

保科 剛 

細野 純也 

保谷 和宏 

本多  

本間 祐一 

前川 浩之 

前橋 孝広 

間壁 大 

牧野 二郎 

マグドナルド スコット  

増田 聡 

町 貞二 

松浦 弘智 

松崎 太亮 

松澤 佳郎  
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松下 邦彦 

松田 昇剛 

松廣 勝己 

松本 央 

真野 浩 

丸岡 一志 

三浦 英恵 

三浦 建太郎 

三浦 拓馬  

三浦 哲志 

三浦 広志 

三河 賢文 

三嶋 啓二 

三田 公美子 

三谷 慶一郎 

南 尚人 

蓑田 順子 

宮腰 和明 

宮島 真希子 

宮田 加久子 

村上 輝康 

村上臣 

本橋 充成 

本好 宏次 

森田 麻裕 

守谷 学 

安河内 裕之 

やすだ なお 

柳井 亨夫 

山内 康英 

柳田 公市 

柳 十四男 

山口   

山口 幸夫 

山崎 富美 

山崎 一幸 

山下 智也 

山田 泰久 

山田 正隆 

山戸 康弘 

山中 あつし 

山中 羽衣 

山本 健一 

遊橋 裕泰 

横田 俊之 

横山 哲也 

吉川 厚 

吉川 満広 

吉崎 智正 

吉田 聡 

吉野 真佐代 

吉山 昌 

洛西 一周 

李 慈 

和田 昌樹 

和田 嘉弘 

渡辺 弘美 

渡邉 英徳 

渡辺 一馬 

渡辺 誠一郎  

渡辺 律子 

渡邉 文隆 
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 議事資料２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報支援プロボノ・プラットフォーム 

初年度定款 
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情報支援プロボノ・プラットフォーム定款 

 

 

第１章 総則 

 

（名称） 

第１条 この法人は、情報支援プロボノ・プラットフォームという。 

２ 英語表記を Information Support Pro bono Platform とし、略称を iSPP とする。 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を東京都渋谷区に置く。 

２ この法人は、前項のほか、その他の事務所を宮城県仙台市に置く。 

 

第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第３条 この法人は、災害が発生した被災地及び被災者に対して、情報を活用する救援・支援事

業を行うとともに、災害時に備えた体制を整備するための研究・開発及び啓発・教育事業を行

い、広く社会に貢献することを目的とする。 

（特定非営利活動の種類） 

第４条 この法人は、第３条の目的を達成するため、次に掲げる種類の活動を行う。 

 (1) 社会教育の推進を図る活動 

 (2) まちづくりの推進を図る活動 

 (3) 災害救援活動 

 (4) 国際協力の活動 

 (5) 情報化社会の発展を図る活動 

 (6) 科学技術の振興を図る活動 

 (7) 経済活動の活性化を図る活動 

（事業） 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 情報通信サービス事業 

(2) 調査研究事業 

(3) セミナー等イベント運営事業 

(4) プロジェクトに関するマネジメント事業 

(5) 各種団体の活動を支援するためのコーディネート事業 

(6) メディア事業 

 

第３章 会員 



  
情報支援プロボノ・プラットフォーム                             iSPP:2011.05.24  

iSPP 設立総会議事資料 10

 

（種別） 

第６条 この法人の会員は、次の２種とし、正会員をもって社員とする。 

(1) 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人 

(2) 賛助会員 この法人の事業を賛助するために入会した個人及び団体 

（入会） 

第７条 会員の入会については、特に条件を定めない。 

２ 会員として入会しようとするものは、代表理事が別に定める入会申込書により、代表理事に

申し込むものとし、代表理事は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。 

３ 代表理事は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本

人にその旨を通知しなければならない。 

（入会金及び会費） 

第８条 会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。 

（会員の資格の喪失） 

第９条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。 

(1) 退会届の提出をしたとき。 

(2) 本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。 

(3) 継続して１年以上会費を滞納したとき。 

(4) 除名されたとき。 

（退会） 

第 10 条 会員は、代表理事が別に定める退会届を代表理事に提出して、任意に退会することが

できる。 

（除名） 

第 11 条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを除名する

ことができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 

(1) この定款等に違反したとき。 

(2) この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

 

第４章 役員及び職員 

 

（種別及び定数） 

第 12 条 この法人に次の役員を置く。 

 (1) 理事 ２０人以内 

(2) 監事 ２人以内 

２ 理事のうち、代表理事及び副代表理事を選任する。 

（選任等） 

第 13 条 理事及び監事は、総会において選任する。 

２ 代表理事及び副代表理事は、理事の互選とする。 
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３ 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。 

（職務） 

第 14 条 代表理事は、この法人を代表し、その業務を総理する。 

２ 副代表理事は、代表理事を補佐し、代表理事に事故あるとき又は代表理事が欠けたときは、

代表理事があらかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。 

３ 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の業務を執

行する。 

４ 監事は、次に掲げる職務を行う。 

(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。 

(2) この法人の財産の状況を監査すること。 

(3) 前２号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若

しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に

報告すること。 

(4) 前号の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。 

(5) 理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、若しく

は理事会の招集を請求すること。 

（任期等） 

第 15 条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 前項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合には、任期の末日後最初の総

会が終結するまでその任期を伸長する。 

３ 補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期

の残存期間とする。 

４ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけれ

ばならない。 

（欠員補充） 

第 16 条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれ

を補充しなければならない。 

（解任等） 

第 17 条 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任する

ことができる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければならない。 

(1) 心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。 

(2) 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。 

２ 役員が辞任する場合は、代表理事に辞任届を提出し承認を受けるものとする。 

（報酬等） 

第 18 条 役員は、報酬を受けることができる。 

２ 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、代表理事が別に定める。 

（顧問） 
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第 19 条 この法人に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は代表理事が任免する。 

３ 顧問は、本会の運営に関して必要な助言を行う。 

４ 顧問は無給とするが、報酬を支払う場合は理事会の議決を経て、代表理事が別に定める。 

(事務局及び職員） 

第 20 条 この法人に、事務局を設置して事務局長その他の職員を置く。 

２ 職員は、代表理事が任免する。 

３ 本会の事務処理のため業務の全部もしくは一部を、他の団体に委嘱することができる。 

４ 委嘱する団体の選任は、理事会の議決を経て、代表理事が行い、契約書をとりかわすものと

する。 

５ 事務局は、理事のなかから理事会によって選任された事務局長が統括する。 

 

第５章 総会 

 

（種別） 

第 21 条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。 

（構成） 

第 22 条 総会は、正会員をもって構成する。 

（権能） 

第 23 条 総会は、以下の事項について議決する。 

(1) 定款の変更 

(2) 解散 

(3) 合併 

(4) 事業報告及び収支決算 

(5) 役員の選任又は解任、職務及び報酬 

(6) 入会金及び会費の額 

(7) 借入金（その事業年度内の収入をもって償還する短期借入金を除く。） 

(8) 事務局の組織及び運営 

(9) その他運営に関する重要事項 

（開催） 

第 24 条 通常総会は、毎事業年度１回開催する。 

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

(1) 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。 

(2) 正会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請

求があったとき。 

(3) 第 14 条第４項第４号の規定により、監事から招集があったとき。 

（招集） 

第 25 条 総会は、第 24 第２項第３号の場合を除き、代表理事が招集する。 
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２ 代表理事は、第 24 第２項第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日から

１４日以内に臨時総会を招集しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面または電磁的

記録をもって、少なくとも５日前までに通知しなければならない。 

（議長） 

第 26 条 総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。 

（定足数） 

第 27 条 総会は、正会員総数の２分の１以上の出席（委任等を含む）がなければ開会すること

ができない。 

（議決） 

第 28 条 総会における議決事項は、第 25 条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とす

る。 

２ 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可

否同数のときは、議長の決するところによる。 

（表決権等） 

第 29 条 各正会員の表決権は、平等なるものとする。 

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について

書面または電磁的記録をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することが

できる。 

３ 前項の規定により表決した正会員は、第 27 条、第 28 条第２項、第 31 条第１項第２号及び

第 50 条の適用については、総会に出席したものとみなす。 

４ 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることがで

きない。 

（総会の決議の省略） 

第30条 代表理事が総会の決議の目的である事項について提案をした場合において、当該提案に

つき、決議に加わることができる正会員の３分の２が書面又は電磁的記録により同意の意思表示

をしたときは、当該提案を可決する旨の総会の決議があったものとみなすことができる。ただし、

当該提案について、監事が異議を述べたときはその限りではない。 
（議事録） 

第 31 条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 正会員総数及び出席者数（書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数を 

付記すること。） 

(3) 審議事項 

(4) 議事の経過の概要及び議決の結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印しな

ければならない。 
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３ 議事録は、当該総会が開催されてから１カ月以内に、インターネットを利用して一般に公表

するものとする。公表範囲については理事会にて議決する 

 

第６章 理事会 

 

（構成） 

第 32 条 理事会は、理事をもって構成する。 

（権能） 

第 33 条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。 

(1) 総会に付議すべき事項 

(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項 

(3) その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

（開催） 

第 34 条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

(1) 代表理事が必要と認めたとき。 

(2) 理事総数の３分の２以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求

があったとき。 

(3) 第 14 条第４項第５号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 

（招集） 

第 35 条 理事会は、代表理事が招集する。 

２ 代表理事は、第 34 条第２号及び第３号の規定による請求があったときは、その日から１４

日以内に理事会を招集しなければならない。 

３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面または電磁

的記録をもって、少なくとも５日前までに通知しなければならない。 

（議長） 

第 36 条 理事会の議長は、代表理事がこれに当たる。 

（議決） 

第 37 条 理事会における議決事項は、第 35 条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項と

する。 

２ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（表決権等） 

第 38 条 各理事の表決権は、平等なるものとする。 

２ やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について

書面または電磁的記録をもって表決し、又は他の理事を代理人として表決を委任することがで

きる。 

３ 前項の規定により表決した理事は、第 37 条第２項及び第 40 条第１項第２号の適用について

は、理事会に出席したものとみなす。 
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４ 理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることがで

きない。 

（理事会の決議の省略） 

第39条 理事が理事会の決議の目的である事項について提案をした場合において、当該提案につ 

き、決議に加わることができる理事の３分の２が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をし

たときは、当該提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなすことができる。ただし、

当該提案について、監事が異議を述べたときはその限りではない。 

（議事録） 

第 40 条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面表決者にあっては、その旨を付記すること。） 

(3) 審議事項 

(4) 議事の経過の概要及び議決の結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印しな

ければならない。 

３ 議事録は、当該理事会が開催されてから１カ月以内に、インターネットを利用して一般に公

表するものとする。公表範囲については理事会にて議決する。 

（プロジェクト及びワーキンググループ等） 

第 41 条 この法人の目的を達成するためにプロジェクトを組成してワーキンググループ等を設

置できる。 

２ 正会員は、プロジェクト及びワーキンググループ等の提案をすることができる。 

３ プロジェクト及びワーキンググループ等の設置及び廃止は理事会の議決による。 

４ プロジェクト及びワーキンググループ等には主査を置く。主査は、会員のうちから理事会の

議決を経て代表理事が指名する。 

５ 主査はプロジェクト及びワーキンググループ等の運営規則を定めることができる。 

 

第７章  資産及び会計 

 

（資産の構成） 

第 42 条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

(1) 設立の時の財産目録に記載された資産 

(2) 入会金及び会費 

(3) 寄付金品 

(4) 財産から生じる収入 

(5) 事業に伴う収入 

(6) その他の収入 

（事業計画及び予算） 
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第 43 条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、代表理事が作成し、理事会の議決を

経なければならない。 

（暫定予算） 

第 44 条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、代表理

事は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収入支出することがで

きる。 

２ 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。 

（予備費の設定及び使用） 

第 45 条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。 

２ 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。 

（予算の追加及び更正） 

第 46 条  予算議決後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既定予算の追

加又は更正をすることができる。 

（事業報告及び決算） 

第 47 条 この法人の事業報告書、収支計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書類

は、毎事業年度終了後、速やかに、代表理事が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経な

ければならない。 

２ 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 

（事業年度） 

第 48 条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

（臨機の措置） 

第 49 条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は

権利の放棄をしようとするときは、理事会の議決を経なければならない。 

 

第８章 定款の変更、解散及び合併 

 

（定款の変更） 

第 50 条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の２分の１以上の

多数による議決を経なければならない。 

（解散） 

第 51 条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

(1) 総会の決議 

(2) 目的とする事業の成功の不能 

(3) 正会員の欠亡 

(4) 合併 

(5) 破産 

２ 前項第１号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の４分の３以上の承諾を得

なければならない。 
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（残余財産の帰属） 

第 52 条 この法人が解散（合併又は破産による解散を除く。）したときに残存する財産は、他の

特定非営利活動法人に譲渡するものとする。 

（合併） 

第 53 条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の４分の３以上の議決

を経なければならない。 

 

第 9 章 雑則 

 

（細則） 

第 54 条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、代表理事がこれを定め

る。 

 

附 則 

１ この定款は、この法人の成立の日から施行する。 

２  この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、設立総会の定めるところによるものとする。 

３  この法人の設立当初の事業年度は、第 48 条の規定にかかわらず、設立の日から２０１２年

３月３１日までとする。  

４ 設立総会における正会員は、賛同者として設立総会に出席したものとする。               
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情報支援プロボノ・プラットフォーム 

初年度役員 
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1.役員候補 

●理事候補 

会田 和子 

会津 泉 

荒川 眞三 

荒木 紀子 

臼井 公孝 

岡本 真 

河合 孝彦 

岸原 孝昌 

呉 旻立 

小島 誠一郎 

酒井 紀之 

地主 雅信 

柴田 義孝 

高橋 正憲 

内藤 清吾 

藤川 大祐 

藤代 裕之 

松崎 太亮 

 

●監事候補 

牧野 二郎 牧野総合法律事務所 弁護士 

 

吉田 友彦 東京税理士会所属 

吉田友彦税理士事務所所長 

 

2.代表理事及び事務局長の選任 
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情報支援プロボノ・プラットフォーム 

初年度活動方針案 
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Ⅰ 活動の指針 

1.コンセプト 

●iSPP のめざす活動 

情報ギャップの解消、未来への教訓の抽出と継承 

 

私たち情報支援プロボノ・プラットフォーム（iSPP）は、当面、以下の活動に取り組

みます。 

「情報ギャップ」の解消をめざす活動  

– 個人の資格・立場で、ICT の関するプロフェッショナルな知識、技能、各

種資源を持ちよる  

– 組織による動きを補完、連携  

– 被災地の支援・復旧活動に携わる人と情報の多様なプラットフォームの

運用  

– 個々のプロジェクトを支える、ヨコの連携、被災地とのコーディネーシ

ョンの推進  

未来への教訓を抽出し、継承をはかる活動  

– 今回の震災を契機に教訓を抽出し、阪神・淡路、中越、中越沖など過去

の災害の経験も含めて、今後発生が想定される災害に応用できる知見、

システムの集積・継承 

 

2.行動原理 

募集方針  

• 活動主体＝賛同人を広く募集、個人の資格で参加  

• IT 関連の企業、業界団体、NPO/NGO、研究機関の個人に呼びかける  

• 全国を対象、国の関係省庁、自治体、地域団体などと積極連携  

• 海外にも協力・連携を呼びかける  

活動原理  

• 「自律分散協調」を尊重、自己責任を基本に  

• 誰にでも開かれた組織・活動を保つ  

• 多様な特性、専門性、志向性を活かす  

• 異なる主体間の緩やかな情報共有を尊重  

• 個別のアクションは必要かつ実行可能なものに  

• 他の活動との重複を避け、情報面の支援を中心に  
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3.具体的な活動案 

官民の多様な活動のコーディネーション活動を積極的に行います。必要に応じて独自

プロジェクトとワーキンググループ等を組成して活動していきます。 

◇コーディネーション 

・避難所・被災者へのインターネット接続環境提供 

・避難所の個別ニーズ支援  

・ボランティアの受付、登録、送り出しの運用システム 

・情報ボランティアの派遣 

・自治体への情報支援・連携 

・イベントの開催協力 

・災害の実態・記録の保存、教訓の抽出・継承（とくに津波被災地域）  

・放射線被害への報道改善 

・情報システムの連携を支援するための共通 API の策定 

・ブランド復興のための広報活動 

◇独自プロジェクト 

・コミュニティ災害 FM のサイト構築（2次避難先への情報提供） 

・情報支援活動のインデックス化 

・震災後の情報行動調査 

4.組織構成 

 
 

総会 

理事会 顧問 

監事 

事務局 

各種ワーキンググループ 

代表理事・理事

各種プロジェクトチーム 
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Ⅱ 会員構成 

●正会員 （個人） 

正会員区分 年会費 入会金 

一般 10,000 円 5,000 円

学生 5,000 円 2,500 円

・2011 年 6 月末日までに入会された場合は、入会金を免除させていただきます。 

・会員資格の年度は 4月 1日～翌年 3月 31 日になります。 

・下半期入会の会費は、年会費の 50％となります。 

【会員特典】 

・総会での議決権あり 

・会員向け例会、ミーティング等に無料（会員優遇価格の場合あり）で参加できる。 

・会員向け WEB、ML、グループウェア、ディスカッションシステム等に参加できる 

・会員向け報告書等を受け取れる。 

 

●賛助会員  

賛助会員区分 年会費 入会金 参加人数 

A 1,000,000 円 500,000 円 5 名

B 500,000 円 250,000 円 3 名

C 100,000 円 50,000 円 1 名

・2011 年 6 月末日までに入会された場合は、入会金を免除させていただきます。 

・会員資格の年度は 4月 1日～翌年 3月 31 日になります。 

・下半期入会の会費は年会費の 50％となります。 

【会員特典】 

・会員向け例会、ミーティング等に無料（会員優遇価格の場合あり）で参加できる。 

（会費区分によって参加人数に差異があり） 

・会員向け WEB、ML、グループウェア、ディスカッションシステム等に参加できる 

・会員向け報告書等を受け取れる。 

・iSPP の HP または活動報告等へ企業名またはロゴの掲載（会費区分によって掲載

場所等の差異があり） 

 

※理事会において、会費と同等のリソースの提供または当団体の活動に貢献すると認 

める場合は、会費を免除することができる。 
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情報支援プロボノ・プラットフォーム 

     

初年度予算案 
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初年度予算案( 2011. 5. 24～2012. 3. 31) 　  

収入の部 会費収入 正会員 400 2, 400, 000

賛助会員 20 9, 500, 000

小計 420 11, 900, 000

入会金収入 正会員 200 800, 000

賛助会員 10 2, 400, 000

小計 210 3, 200, 000

事業収入 5, 000, 000

寄付金収入 5, 000, 000

収入の部合計 25, 100, 000

支出の部 一般管理費 人件費 12, 000, 000 2名～3名

事務所費 2, 000, 000

設立準備費 500, 000

諸経費 2, 000, 000

小計 16, 500, 000

例会運営費 1, 200, 000

プ ロ ジ ェ ク ト 経費 5, 000, 000

予備費（ 繰越予定） 2, 400, 000

支出の部合計 25, 100, 000

●予算の策定方針 

・善意による情報支援プロボノ活動をバックアップし活動効果を最大化するために常

設の事務局を設置する。 

・プロジェクト経費の詳細については、理事会において活動目的と効果を判断して決

定する。 


